
モ ゲ 散 歩

2025年度前期



•前期の予定です

•今回は小林さんの地元板橋区
北区を中心に回ります

•目白・池袋近辺は自由学園の見
学可能日にあわせて変更あり

•最終の９月20日は長旅というこ
とで考えています

•近藤さんの出身地足利を第一
候補にしています

•新宿から１時間半ほど

•もう一つの候補は上野原です

•来週は八丁堀

•集合時間を10時でお願いします



次回の集合場所

東京メトロ日比谷線八丁堀駅

※北千住行きに乗った場合最後尾に乗る

※解散は茅場町か日本橋です



地名を考える



村から街へ
•郷が50軒の単位から始まったとお話ししました

•50軒できっちり分けるというのが難しくなる ＞人が
たくさんいる＞人が群れている ＞群れ⇒村

•村が生活の基本的な単位となっていく ＞地名に

•人が集まっていくと不規則に拡大していく

•それを整理する必要がある

•田んぼの中の道を一つのポイントとして整理していく

•町 ＞ 田 ＋ 丁 田んぼの中の道を現したという



村から街へ
•田んぼの道をしっかりと作ってそれを勢力圏の境と
していくようになった ＞ 平城京や平安京もその例



•平城京の模
型

•一番奥が平
城宮

•平城京は役
人だけの町
ではない

•手前には農
家も見られ
る



村から街へ
•田んぼの道をしっかりと作ってそれを勢力圏の境と
していくようになった ＞ 平城京や平安京もその例
•人がたくさん集まって出来上がった大きな村を町と
いうようになっていく
•街道に面した町には農家だけでなく職人が道具を売
るようになりそれを目当てに人が集まり商店が出来
上がっていく ＞ 室町時代に定着
•定期市が開催されるようになる
•信長の楽市楽座
•町が大きくなって十字路が増えていく

＞五日市 八日町

＞街



町と街
•町

•島つ田を 十万知つくれる

•「ま（間）」「ち（路）」

•田と田の間のみちをあらわす

•街 ＞十字路がたくさんある

•人がたくさん集まっている

•室町時代から使われ始める

＞田んぼの区切り 田んぼに
釘を打ち
込む

十字路が
たくさん
ある



崩れていく地名
•明治時代になって版籍奉還・廃藩置県と改革が続く

•3府302県が成立 ＞すぐに 3府72県に統合

•1889年 市制町村制が施行 村：300戸⇒500戸単位

•全国で71314あった市町村が15820に減少

•〇〇市△△町大字××字・・

•1953年 町村合併促進法 8000人以下の町村を合併

•〇丁目△番地 制定  286市1966町7616村

•1999～2010年 大合併 786市757町187村



地名の由来を考えてみよう
•日本は四季に恵まれ様々な地形もあって変化に富む

•この状況が変化に富む地名を生み出していく

•平坦な部分 平 八幡平（ﾊﾁﾏﾝﾀｲ） 東平（ﾄｳﾅﾙ）

•山や川 岳 峰 曲（隈） 千曲川（ﾁｸﾏｶﾞﾜ）

•浜や港、水 浦 米良 勝浦（和歌山県⇒千葉県）

•崖など 大歩危・小歩危（ﾎﾞｹ）

• 熊本県 八景水谷（ﾊｹﾉﾐﾔ）

•国境や里境 境港（伯耆の国と出雲の国の境）



埼玉県東松山市にも



勝浦



中世になると人は何処に住むようになる？
•① 平野の真ん中 ② 谷間 ③ 岡の上

•理由は入口を守るだけで良いので

•谷の真ん中は水が流れ魚が捕れる

•水が得やすいので水田も作りやすい

•近くの山からは薪が得られるし鳥獣の数も豊富

•山田 小川 谷川 米田 森 林 森田 前田 中田

•岸＞海岸、河岸を想起するが 実際は平地と山の境

•岸田 岸川 ＞山の出っ張りがあれば崎 山崎 宮崎













•厠：近郊農家
が定期的に汲
み取っていく

•掃き留め

•井戸

•紙屑屋

•屑屋

•ぼて振り
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